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交通計画の定義と対象
(1)交通とその役割

人および物の空間（場所）的移動
広義の交通には、情報の移動としての「通信」が含ま
れる。狭義の交通は通信と機能的には密接な関係を
もつものの、計画、政策の対象としては別の分野とし
て取り扱われている。

移動自身に価値がある場合（旅行、ﾄﾞﾗｲﾌﾞな
ど）・・・本源的需要
移動の結果に価値がある場合（通勤、買い物、
物の移動）・・・派生的需要
交通を理解するためには、その根源にある活動
と一体的に理解する必要がある。
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(2)交通計画とその前提

計画とは、望ましい特定の状態、方向に向
かって意識的に対象に働きかける人間の
行為

主として、公的な計画主体による主要な交
通施設と交通ｻｰﾋﾞｽを計画の対象として、
その方法論を扱う。
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(3)交通の構成要素

需要ｻｲﾄﾞ
移動の意思決定主体：個人、集団（世帯、企業、政府等）
移動対象物：人、物（原材料、財貨、廃棄物等）

供給ｻｲﾄﾞ
交通具：車両（動力を含む自動車、鉄道、航空機、船舶等）
交通路：通路（ﾘﾝｸ）と結節点（ﾉｰﾄﾞ）（駅、空港、駐車場等）による
ﾈｯﾄﾜｰｸ
運用ｼｽﾃﾑ：信号制御、情報関連、ｺﾝﾄﾛｰﾙｾﾝﾀｰ、検査・維持・補
修、防災
経営ｼｽﾃﾑ：交通ｻｰﾋﾞｽの組織化、管理・運営

交通市場ｻｲﾄﾞ
交通市場調整ｼｽﾃﾑ：経営主体、市場ﾌﾚｰﾑ（参入、料金、ｻｰﾋﾞｽ
等）の調整
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(4)（公的な計画主体による）交通計画の種類
移動対象物による分類

旅客交通計画
貨物交通計画

交通手段による分類
道路交通計画
鉄道交通計画等

交通施設による分類
交通路計画（高速道路、ﾊﾞｲﾊﾟｽ、歩道；交通ﾈｯﾄﾜｰｸ等）
交通結節点計画（ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ、駅、駅前広場、駐車場、交通ﾀｰﾐﾅﾙ、空港
等）

交通ｻｰﾋﾞｽによる分類
公共交通計画（ﾊﾞｽ・新交通ｼｽﾃﾑ・鉄道等の路線・ﾈｯﾄﾜｰｸ・運行・ｻｰﾋﾞｽ等）
特定利用者交通計画（障害者、高齢者、交通弱者、過疎地住民等）
特定交通ｻｰﾋﾞｽ計画（救急活動用、災害時避難・対策活動用等の交通ｻｰﾋﾞ
ｽ等）等
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(4)（公的な計画主体による）交通計画の種類
（続き）

対象空間ｽｹｰﾙによる分類：
国際交通計画：国際交通網等

全国交通計画：新幹線、高規格道路、空港等の全国幹線交通のﾈｯ
ﾄﾜｰｸ等

地域交通計画：首都圏等の広域ﾚﾍﾞﾙ、県その他の地域ﾚﾍﾞﾙの交
通施設とｻｰﾋﾞｽ

都市交通計画：都市圏ﾚﾍﾞﾙの交通施設とｻｰﾋﾞｽ

地区交通計画：中心業務地区、商業地区、住宅地区等のﾚﾍﾞﾙでの
交通施設とｻｰﾋﾞｽ

都市圏、地域ﾚﾍﾞﾙでの主要な交通手段についての施設、
ｻｰﾋﾞｽの基本計画であり、中長期的な総合交通計画を主な
対象とする。
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交通の需要・供給

A T
都市活動 交通システム

土地利用
施設立地
住宅・職場

：

道路自動車交通
鉄軌道，バス

自転車
：

均衡
（短期，長期）

D
交通需要

S
交通供給
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交通システムの基本構造

At Tt

D S

1

Ft
(Volume/LOS)2 3

Impacts
1 交通市場均衡（短期）

2 都市活動・土地利用の変更（長期）

3 都市政策・計画

Ft = f1 (Tt, At)
ΔA = f2 (Ft, At)

ΔT = f3 (Ft, Tt)

ΔA ΔT
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交通ｼｽﾃﾑの基本構造

１ 交通ｻｰﾋﾞｽの需要と供給についての短期
的市場均衡を表している。

２ 交通からみた社会経済ｼｽﾃﾑの長期的均
衡ﾌﾟﾛｾｽを表している。交通の発達による
産業構造や立地の変化、人口移動、都市
の発達などがその具体的事例。

３ 交通事業者や政府による交通政策・計画
を表している。
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交通量 V

F1

V1

t1

需要関数

交通量 V=D(A, S)

供給関数

交通ｻｰﾋﾞｽ特性 S=J(T, V)

所
要

時
間

t

均衡点

交通サービスの需要・供給・均衡
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交通量 V

F1

V1

t1
t2

V2

F2

D1(A1, S)

J1(T1, V)

J2(T2, V)

道路改良

所
要

時
間

t
交通サービスの需要・供給・均衡
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交通量 V

所
要

時
間

t

F1

V1

t1

V3

t3

F3

D2(A2, S)

J1(T1, V)

D1(A1, S)

需要構造
の変化

交通サービスの需要・供給・均衡
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交通量 V

所
要

時
間

t

F3

V1

t1

t2

V2

F2

V3

t3

V4

F1 F4t4

D2(A2, S)

J1(T1, V)

J2(T2, V)

D1(A1, S)

交通サービスの需要・供給・均衡
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道路整備の効果と消費者余剰

交通量V

所要時間t

F1

V1

t1

交通需要関数 D1

ｻｰﾋﾞｽ関数 J1

J2

F2

A

B

C G

V2

t2

Δt

ΔV

整備前の消費者余剰 ABF1

整備後の消費者余剰 ACF2

利用者便益 F1BCF2

事前の利用者の便益 F1BCG

新たに増加する交通（誘発交
通）にとっての時間便益 F1GF2
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環境制約

a. 理論

D
需要

S
供給

T1A0 T0 A1

b. 現状

都市交通計画のパラダイムシフト
－現在の状況－
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a.従来のアプローチ b. 新しいアプローチ

環境制約

A1 T1

A2 T2

(需要追随型アプローチ) (統合パッケージ型アプローチ) 

都市交通計画のパラダイムシフト
－新しいアプローチ－
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都市交通の政策体系

市場メカニズムの活用（汚染者負担原則PPPと社会的費用内部化）

基準・制度（交通アセスメント，排出ガス規制）

計画・制度（地方分権と地方交通財源整備，都市圏交通マスタープラン）

制度フレームワーク

交通インフラ整備

技術開発
（ITS,EV・燃料電池車）

土地利用・都市計画（成長管理）

地域計画・国土計画

就業・労働・社会政策

交通管理，運用

代替交通手段の改善
（公共交通，徒歩，自転車）

情報案内サービスの改善

交通需要マネジメント（TDM)
モーダルシフト，ピーク分散

ロードプライシング

供給（交通システム）需要（都市活動）



19交通システム計画のプロセス

〈意思決定のプロセス〉 〈計画作業のプロセス〉

対象システムに関する情報管理

診 断

計画フレームの設定

データ収集，調査

代替案の設定 交通流・インパクトの予測

代替案の評価

実施計画の策定

事業実施

モニタリング

問題の構造化と目標の設定

問題の確認

計画策定の決定

政策・計画案の決定

計画の実施

評価とフィードバック

計画の決定

①

②

③

④

⑤
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意思決定のﾌﾟﾛｾｽと計画作業のﾌﾟﾛｾｽ

意思決定のﾌﾟﾛｾｽに関与する主体
政府、自治体の担当部局の責任者

関連公共・民間主体、学識経験者、議員、一
般市民等

計画作業ﾌﾟﾛｾｽ
担当部局

外部の専門家

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ等
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対象とする交通ｼｽﾃﾑ、社会経済活動ｼｽﾃﾑ、そ
の他関連する要因について、定常的に情報を収
集し管理する情報管理体制を前提。

加えて、進行中の政策、計画の進捗状況やその
効果、ｲﾝﾊﾟｸﾄについてはﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞにより最新の
情報を入手して、交通ｼｽﾃﾑの状態を把握し問題
の有無をﾁｪｯｸ。

問題が発見されたならばその進展状況を診断し
て、意思決定者に状況を知らせ注意を喚起。

意思決定者からの要請に基づいて交通ｼｽﾃﾑの
状態をﾁｪｯｸし、問題の状況を報告。

交通ｼｽﾃﾑ計画のﾌﾟﾛｾｽ①
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計画作業ﾌﾚｰﾑ（計画課題と対象を設定し、
時間、予算、人員等の資源制約下でどの
ような手順と内容で計画を策定していくか）
を意思決定者と協議して設定。

交通ｼｽﾃﾑ計画のﾌﾟﾛｾｽ②
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問題の構造化を行い、関連する要因とそれらの相
互関係を明らかにする。
計画策定にあたっての目標を設定し、具体的に達
成すべき目的とその水準を設定する。
分析に必要な追加的な情報やﾃﾞｰﾀの収集のため
の調査を行う。
制度的・資源的制約の中で実行可能性のある代替
案を幅広く設定する。
現状のﾃﾞｰﾀを基に、社会経済活動ﾓﾃﾞﾙ、交通流予
測ﾓﾃﾞﾙ、ｲﾝﾊﾟｸﾄを予測するﾓﾃﾞﾙ等の構築を行い、
設定された代替案について効果、ｲﾝﾊﾟｸﾄ等を予測
し、評価のためのｲﾝﾌﾟｯﾄを用意する。
予測作業の結果に基づいて、代替案の手直し等が
行われる。

交通ｼｽﾃﾑ計画のﾌﾟﾛｾｽ③
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現状案（新たな政策的対応を行わないという意味か
らdo-nothing案、あるいは対象ｼｽﾃﾑの現状を保持
するために必要な最小限の維持、補修は行うという
意味でdo-minimum案とも呼ばれる）をはじめ各代
替案の効果、ｲﾝﾊﾟｸﾄを当初設定した目標、目的に
対応させ、交通利用者、事業者、政府、社会一般と
いった関連主体ごとに整理して比較し、その意味を
意思決定者に示して、計画案の決定を支援する。

評価の結果が不適当であれば新たな代替案を探
索したり、問題の再定義や目標の再設定を行い新
たな角度から計画を練り直す。

交通ｼｽﾃﾑ計画のﾌﾟﾛｾｽ③つづき
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特定の代替案が選定されると、その実施に
向けて詳細な設計や予算、ｽｹｼﾞｭｰﾙが決定
され、具体的に事業が実施される。

事業の進捗状況と事業が初期の目的にあっ
た成果を挙げているかについて適宜ﾓﾆﾀﾘﾝ
ｸﾞを行い、その結果をﾁｪｯｸし、必要に応じて
最初の段階にﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸさせていく。

交通ｼｽﾃﾑ計画のﾌﾟﾛｾｽ④、⑤


